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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数の入力チャンネルをまとめたグループ単位
のセットアップを簡単に行えるようにする。
【解決手段】ミキサ１は、複数の入力ｃｈ１００と、入
力グループ１１０と、入力グループ１１０のパラメータ
の値を調整するグループストリップ１２０とを具備する
。ミキサ１は、１又は複数の入力ｃｈ１００で用いるパ
ラメータの値と、１つのグループモジュールで用いるパ
ラメータの値と、入力ｃｈをグループ化するためのアサ
イン情報とをプリセットデータとして持つグループプリ
セットを用意している。ユーザによりループプリセット
が選択されると、そのグループプリセットに基づいて、
１又は複数の入力ｃｈ１００のパラメータの値、入力グ
ループ１１０のパラメータの値、１又は複数の入力ｃｈ
１００のグループ化を一括設定することにより、入力グ
ループ１１０のセットアップを行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれが１つのオーディオ信号を処理する複数のチャンネルモジュールと、
　それぞれが１又は複数の前記チャンネルをまとめたグループ単位でオーディオ信号を処
理する複数のグループモジュールと、
　それぞれが前記グループモジュールに対応し、対応するグループモジュールの処理を制
御するための複数の操作子を備える複数のグループ操作部と、
　１又は複数の前記チャンネルモジュールのそれぞれで用いるチャンネルモジュール用パ
ラメータの値と、１つの前記グループモジュールで用いるグループモジュール用パラメー
タの値と、前記１又は複数のチャンネルモジュールを１つの前記グループモジュールにグ
ループ化するためのグループ化情報とを、プリセットデータとして持つグループプリセッ
トを複数記憶するグループプリセット記憶部と、
　ユーザの操作に応じて、１つの前記グループプリセットを選択するグループプリセット
選択部と、
　前記選択されたグループプリセットを１つの前記グループモジュールに適用する適用部
であって、前記適用部は、前記選択されたグループプリセットに基づいて、グループ化す
べき１又は複数のチャンネルモジュールのそれぞれにチャンネルモジュール用パラメータ
の値を設定し、前記１つのグループモジュールにグループモジュール用パラメータの値を
設定し、且つ、前記１又は複数のチャンネルモジュールを前記１つのグループモジュール
にグループ化するように構成されたものと
を具備することを特徴とするデジタルオーディオミキシング装置。
【請求項２】
　コンピュータにデジタルミキシング装置のセットアップする処理を実行させるためのプ
ログラムであって、
　前記デジタルミキシング装置は、
　　それぞれが１つのオーディオ信号を処理する複数のチャンネルモジュールと、それぞ
れが１又は複数の前記チャンネルをまとめたグループ単位で信号を処理する複数のグルー
プモジュールと、
　　それぞれが前記グループモジュールに対応し、対応するグループモジュールの処理を
制御するための複数の操作子を備える複数のグループ操作部と、
　　１又は複数の前記チャンネルモジュールのそれぞれで用いるチャンネルモジュール用
パラメータの値と、１つの前記グループモジュールで用いるグループモジュール用パラメ
ータの値と、前記１又は複数のチャンネルモジュールを１つの前記グループモジュールに
グループ化するためのグループ化情報とを、プリセットデータとして持つグループプリセ
ットを複数記憶するグループプリセット記憶部とを備えており、
　ユーザの操作に応じて、１つの前記グループプリセットを選択するステップと、
　前記選択されたグループプリセットを１つの前記グループモジュールに適用するステッ
プであって、
　　前記選択されたグループプリセットに基づいて、グループ化すべき１又は複数のチャ
ンネルモジュールのそれぞれにチャンネルモジュール用パラメータの値を設定し、前記１
つのグループモジュールにグループモジュール用パラメータの値を設定し、且つ、前記１
又は複数のチャンネルモジュールを前記１つのグループモジュールにグループ化するステ
ップと
を、前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、デジタルオーディオミキシング装置及びプログラムに関し、詳しくはオー
ディオミキシング装置のセットアップ作業を簡易に行うための技術に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　デジタルオーディオミキシング装置（以下単に「ミキサ」とも言う)は、複数のチャン
ネルストリップ（チャンネル単位の操作部）を具備しており、１つのチャンネルストリッ
プを用いて１チャンネル分の各種パラメータ値を調整するように構成される（例えば非特
許文献１を参照）。
【０００３】
　例えば音楽演奏会場や会議場など、ミキサを含むＰＡ（Public Address）システムを使
用する現場において、システムの構築者は、ミキサのセットアップ（初期設定）を行う。
システムの構築者が行う具体的なセットアップ作業は、例えば次の通りである。まず、ミ
キサのチャンネルストリップ毎にいずれのマイク（入力源）を割り当てるかを決めて、マ
イク入力端子（入力ポート）と物理的接続を行うとともに、入力ポートに対するチャンネ
ルの割り当て（論理的接続）を行う。そして、チャンネルストリップ毎にパラメータ値の
調整を行う。
【０００４】
　例えば１組のドラムセットに対して複数本のマイクを設置する場合、システムの構築者
は、複数本のマイクに個別にチャンネルを割り当てて、各チャンネルストリップに、例え
ばバスドラム用の設定、スネアドラム用の設定、シンバル用の設定・・・といった具合に
入力源のカテゴリーや目的等に応じたパラメータ値の調整を行う。
【０００５】
　従来のミキサでは、例えば１組のドラムセットに関する複数のオーディオ信号のように
、何らかの意味のあるまとまりを成す複数のオーディオ信号のそれぞれに、個別にチャン
ネルストリップを割り当てていたので、１まとまりの複数のオーディオ信号と、それらを
制御する複数のチャンネルストリップとの対応関係がわかりにくく、特にミキサの操作に
不慣れなユーザにとって不便だった。また、それら１まとまりの複数のオーディオ信号に
関するセットアップ作業を行うために複数のチャンネルストリップを個別に操作する必要
があったので、セットアップ作業に手間がかかっていた。
【０００６】
　上記の問題点に関連する従来の技術として、複数のチャンネルを１つのフェーダグルー
プにまとめて、複数チャンネルの音量を一括して調整するフェーダグループ機能があった
（特許文献１、２、非特許文献１を参照）。また、特許文献３は、グループ化を簡単に行
う方法として、チャンネル毎にグループを規定するチャンネル定義情報を持つことを開示
している。しかし、従来のフェーダグループ機能は、チャンネル毎のパラメータ調整など
のセットアップ作業を終えた後に、所望の複数チャンネルをグループ化できるだけであり
、セットアップ作業自体はチャンネルストリップ毎に行う必要があり面倒だった。また、
従来のグループ機能では、１グループにまとめたい複数の入力源と割り当て先のチャンネ
ルとの対応関係を把握していなければ、適切なグループ化が行えない。加えて、フェーダ
グループ機能を使いこなすには、ミキサの操作方法や機能の詳細に十分に精通している必
要があった。
【０００７】
　また、従来、セットアップ作業簡略化に関して、「ライブラリ機能」や「スナップショ
ット機能」があった。「ライブラリ機能」は、例えばイコライザ、コンプレッサ、エフェ
クタ、或いは１チャンネル分など任意のモジュール単位の複数パラメータの値や、入力ポ
ートと入力ｃｈとの割り当てデータなどを、プリセットデータとして用意しておき、プリ
セットデータを使ってパラメータ群を一括設定する機能である。「スナップショット機能
」は、或るミキサのセッティング（１部又は全てのパラメータの値）をスナップショット
データとして保存しておき、保存したスナップショットデータを呼び出すことによりミキ
サのセッティンングを一括設定する機能である。このスナップショット機能には、保存し
たスナップショットデータの一部（例えば一部モジュールのパラメータ）を呼び出さない
ようにするセレクティブリコール機能や、パラメータの一部を一括設定の対象から除外す
るリコールセーフ機能などがあった（非特許文献１を参照）。
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【０００８】
　上記のライブラリ機能やスナップショット機能を使えば、ミキサのセットアップ作業で
チャンネルストリップ毎の調整を行わずに済むかもしれない。しかし、スナップショット
機能やライブラリ機能を使こなすには、ミキサの操作方法や、スナップショットやライブ
ラリとして保存されたデータの内容に精通している必要があり、これらの機能を使って所
望のセットアップを実現することは容易ではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】実開平７－４２２１９号公報
【特許文献２】特開２００４－２５３８７６号公報
【特許文献３】特開２０１１‐２３８３９号公報
【非特許文献】
【００１０】
【非特許文献１】「ＹＡＭＡＨＡ　ＰＭ５Ｄ　ＤＩＧＩＴＡＬ　ＭＩＸＩＮＧ　ＣＯＮＳ
ＯＬＥ　ＤＳＰ５Ｄ　ＤＩＧＩＴＡＬ　ＭＩＸＩＮＧ　ＳＹＳＴＥＭ　ＰＭ５Ｄ／ＰＭ５
Ｄ－ＲＨ　Ｖ２　ＤＳＰ５Ｄ　取扱説明書」、[online]、ヤマハ株式会社、２００４年発
行、［平成２４年１２月２９日検索］、インターネット〈URL: http://www2.yamaha.co.j
p/manual/pdf/pa/japan/mixers/pm5dv2_om_ja_h0.pdf〉
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は上述の点に鑑みてなされたもので、複数の入力チャンネルをまとめたグループ
単位のセットアップを簡単に行えるようにしたデジタルオーディオミキシング装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この発明は、それぞれが１つのオーディオ信号を処理する複数のチャンネルモジュール
と、それぞれが１又は複数の前記チャンネルをまとめたグループ単位でオーディオ信号を
処理する複数のグループモジュールと、それぞれが前記グループモジュールに対応し、対
応するグループモジュールの処理を制御するための複数の操作子を備える複数のグループ
操作部と、１又は複数の前記チャンネルモジュールのそれぞれで用いるチャンネルモジュ
ール用パラメータの値と、１つの前記グループモジュールで用いるグループモジュール用
パラメータの値と、前記１又は複数のチャンネルモジュールを１つの前記グループモジュ
ールにグループ化するためのグループ化情報とを、プリセットデータとして持つグループ
プリセットを複数記憶するグループプリセット記憶部と、ユーザの操作に応じて、１つの
前記グループプリセットを選択するグループプリセット選択部と、前記グループプリセッ
ト選択部により選択されたグループプリセットを１つの前記グループモジュールに適用す
る適用部であって、前記適用部は、前記選択されたグループプリセットに基づいて、グル
ープ化すべき１又は複数のチャンネルモジュールのそれぞれにチャンネルモジュール用パ
ラメータの値を設定し、前記１つのグループモジュールにグループモジュール用パラメー
タの値を設定し、且つ、前記１又は複数のチャンネルモジュールを前記１つのグループモ
ジュールにグループ化するように構成されたものとを具備することを特徴とするデジタル
オーディオミキシング装置である。
【００１３】
　この発明に係るデジタルミキシング装置は、それぞれが１又は複数のチャンネルをまと
めたグループ単位で信号を処理する複数のグループモジュールを備え、グループ操作部に
よりグループモジュールの処理を制御するように構成されているので、１又は複数のチャ
ンネルをまとめたグループ単位での制御が可能となる。この構成において、グループモジ
ュールに関するセットアップ全てをグループプリセットとして複数個記憶しておくことに
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より、ユーザが所望のグループプリセットを選択するだけで、グループ化すべき１又は複
数のチャンネルモジュールのそれぞれのパラメータの値の設定、グループモジュールのパ
ラメータの値の設定、及び、１又は複数のチャンネルモジュールのグループ化を含む、グ
ループモジュールに関するセットアップ全てを行うことができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明にかかるデジタルオーディオミキシング装置によれば、例えば演奏者単位など複
数のオーディオ信号を１グループにまとめたグループモジュールのセットアップ作業を、
極めて簡単に行うことができるという優れた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に従うデジタルオーディオミキシング装置の信号処理モジュ
ールの構成概要を説明するブロック図。
【図２】図１のデジタルオーディオミキシング装置の外観と、入力グループの階層構造を
説明する図。
【図３】図１のデジタルオーディオミキシング装置の電気的ハードウェア構成を説明する
ブロック図。
【図４】図１のデジタルオーディオミキシング装置の機能構成を説明するブロック図。
【図５】図４の入力チャンネルモジュールの詳細な構成例を説明するブロック図。
【図６】図４の入力グループモジュールの詳細な構成例を説明するブロック図。
【図７】図４の出力チャンネルモジュールの詳細な構成例を説明するブロック図。
【図８】（ａ）～（ｃ）は本発明の一実施形態に従うグループプリセットのデータ構成を
説明する図。
【図９】本発明の一実施形態に従うグループプリセットをユーザが選択するための画面の
一例を示す図。
【図１０】本発明の一実施形態に従うグループプリセット適用処理を説明するフローチャ
ート。
【図１１】本発明の一実施形態に従うグループプリセット変更（更新）処理を説明するフ
ローチャート。
【図１２】エフェクト情報及びＳｕｂバス使用情報を設定する動作を説明する図。
【図１３】本発明の一実施形態に従うグループプリセットのジャンル変更をユーザが指示
するための画面の一例を示す図。
【図１４】本発明の一実施形態に従うグループプリセットのジャンル変更処理を説明する
フローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照して、本発明のデジタルオーディオミキシング装置の一実施形態
を説明する。
【００１７】
　図１は、本発明の一実施形態に従うデジタルオーディオミキシング装置１（以下「ミキ
サ」という）の構成概要を説明するブロック図である。また、図２は、ミキサ１の外観と
、入力チャンネルと入力グループの階層構造を説明する図である。なお、「チャンネル」
を「ｃｈ」と省略表記する。また、本明細書で「モジュール」はミキサ１の構成要素を機
能毎にまとめた単位を指す。
【００１８】
　図１に示す通り、ミキサ１は、複数（Ｎ個）の入力ｃｈ１００と、グループパッチ１０
５と、複数（Ｍ個、なおＭ＜Ｎ）の入力グループ１１０と、複数（Ｍ個）のグループスト
リップ１２０とを具備する。入力ｃｈ１００は、それぞれ、マイク等の入力源１２５から
入力された１系統（１ｃｈ分）のオーディオ信号を処理するモジュールである。各入力ｃ
ｈ１００は、グループパッチ１０５を介して複数（Ｍ個）の入力グループ１１０のいずれ
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か１つに接続（グループ化）される。入力グループ１１０は、それぞれ、グループパッチ
１０５を介してグループ化された１又は複数の入力ｃｈ１００の出力信号を処理するモジ
ュールである。
【００１９】
　複数のグループストリップ１２０は、図２に示す通り、ミキサ１の操作パネル上に設け
られたグループ操作部であり、それぞれ、１つのフェーダ操作子を含む複数の物理的操作
子を備える。複数のグループストリップ１２０には、それぞれ、１つの入力グループ１１
０が操作対象として割り当てられる。本実施例では、複数Ｍ個のグループストリップ１２
０と複数Ｍ個の入力グループ１１０とが、1対１で固定的に対応付けられるものとする（
図１参照）。また、各入力グループ１１０及び各グループストリップ１２０は、ユニーク
なグループ番号により管理される。
【００２０】
　図２において、各入力グループ１１０は、1モジュール分の操作部（グループストリッ
プ）の絵柄により表されており、入力グループ１１０に備わる複数のパラメータが、操作
子や表示物の絵柄により表されている。ユーザは、グループストリップ１２０内の操作子
を用いて、それぞれ対応する入力グループ１１０のパラメータの値を調整できる。
【００２１】
　１つの入力グループ１１０に含まれる1又は複数の入力ｃｈ１００も、それぞれ各種パ
ラメータを具備する。図２において、１ｃｈ分の操作部（ｃｈストリップ）の絵柄により
１つの入力ｃｈ１００が表されており、操作部中の操作子や表示物の絵柄により１入力ｃ
ｈ１００の各種パラメータが表されている。これら入力ｃｈ１００の各種パラメータは、
基本的には、グループストリップ１２０の操作対象としない。
【００２２】
　すなわち、ミキサ１は、１又は複数の入力ｃｈをまとめた入力グループ１００を管理単
位として具備しており、グループストリップ１２０を用いて入力グループ１００毎に音量
調整やイコライジング等を調整できる。各入力ｃｈ１００においてもｃｈ毎に音量調整や
イコライジング等の処理をしているが、ミキサ１の操作者（ユーザ）は、基本的には、ｃ
ｈ単位での処理に用いるパラメータを手動調整する必要はない。
【００２３】
　図２に示す例では、「Ｃｈ１」、「Ｃｈ２」及び「Ｃｈ３」の各入力ｃｈ１００がグル
ープ番号「１」の入力グループ１１０にグループ化され、このグループ番号「１」の入力
グループ１１０をグループ番号「１」に対応付けられたグループストリップ１２０にて制
御し、また、「Ｃｈ４」、「Ｃｈ５」及び「Ｃｈ６」の各入力ｃｈ１００がグループ番号
「２」の入力グループ１１０にグループ化され、このグループ番号「２」の入力グループ
１１０をグループ番号「２」に対応付けられたグループストリップ１２０にて制御し、ま
た、「Ｃｈ７」、「Ｃｈ８」の２本の入力ｃｈ１００がグループ番号「３」の入力グルー
プ１１０にグループ化され、このグループ番号「３」の入力グループ１１０を、グループ
番号「３」に対応付けられたグループストリップ１２０にて制御する。
【００２４】
　１つの入力グループ１１０にグループ化される１又は複数の入力ｃｈ１００は、例えば
、１組のドラムセットに対して設置された複数のマイクに対応付けられた複数の入力ｃｈ
など、何らかの意味のあるまとまり（例えば楽器種類単位、演奏者単位など）を成すｃｈ
群である。このため、ミキサ１の使い方として、１番のグループストリップ１２０にはド
ラムセット（ドラム奏者）の入力グループを操作対象に割り当てし、２番のグループスト
リップ１２０にはギター（ギター奏者））の入力グループを操作対象に割り当て・・・と
いう具合に、グループストリップ１２０毎に楽器種類乃至演奏者単位での制御を行うこと
ができる。
【００２５】
　図３は、ミキサ１のハードウェア構成を示すブロック図である。ミキサ１は、中央処理
装置（ＣＰＵ）１０、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）１１、ランダムアクセスメモリ（
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ＲＡＭ）１２、表示インターフェース１３（表示Ｉ／Ｆ）、操作検出インターフェース１
４（検出Ｉ／Ｆ）、通信インターフェース１５（通信Ｉ／Ｆ）、信号処理部１６（ＤＳＰ
部）、効果処理部１７（ＥＦＸ）、アナログデジタル変換部（ＡＤ）１８、デジタルアナ
ログ変換部（ＤＡ）１９、デジタル・デジタル変換部（ＤＤ）２０を備える。
【００２６】
　ＣＰＵ１０、ＲＯＭ１１、ＲＡＭ１２、表示Ｉ／Ｆ１３、検出Ｉ／Ｆ１４、通信Ｉ／Ｆ
１５、ＤＳＰ部１６及びＥＦＸ１７は、通信バス２１を介して接続され、ＣＰＵ１０と各
部１１～１７との間で各種制御信号を通信できる。また、ＤＳＰ部１６、ＥＦＸ１７、Ａ
Ｄ変換部１８、ＤＡ変換部１９及びＤＤ変換部２０は音声バス２２を介して互いに接続さ
、各部１６～２０の間でデジタルオーディオ信号を通信できる。
【００２７】
　ＣＰＵ１０は、ＲＯＭ１１又はＲＡＭ１２に記憶された各種のプログラムを実行して、
ミキサ１の全体動作を制御する。ＲＯＭ１１は、ＣＰＵ１０が実行する各種のプログラム
や各種のデータなどを格納した不揮発性メモリである。ＲＡＭ１２は、ＣＰＵ１０が実行
するプログラムのロード領域やワーク領域に使用されるとともに、ミキサ１の処理に関す
る全てのパラメータの現在値を記憶するカレントメモリを含む。
【００２８】
　表示Ｉ／Ｆ１３には表示部２が接続される。表示部２は、ＣＰＵ１０から与えられた表
示制御信号に基づく各種情報を、各種画像や文字列等により表示する。検出Ｉ／Ｆ１４に
は操作部３が接続される。操作部3は、グループストリップ１２０を含む操作パネル上に
配置された操作子群である。ＣＰＵ１０は、ユーザによる操作部３の操作イベントに応じ
た検出信号を取得して、カレントメモリに記憶された各種パラメータの値を更新し、その
更新結果をＤＳＰ部１６、ＥＦＸ１７の信号処理動作、或いは、表示部２の表示に反映す
る。
【００２９】
　また、通信Ｉ／Ｆ１５には通信入出力部（通信Ｉ／Ｏ）４が接続されている。通信Ｉ／
Ｏ４は、例えばＵＳＢ（Universal Serial Bus）端子など、他の周辺機器と接続するため
の汎用インターフェースであり、周辺機器（例えば、ミキサ１をリモート制御するコンピ
ュータ等）を接続する。
【００３０】
　ＡＤ変換部１８は複数の入力ポートを含み、入力ポートから入力したアナログオーディ
オ信号をデジタルオーディオ信号に変換して音声バス２２に供給する。ＤＡ変換部１９は
、複数の出力ポートを含み、音声バス２２から供給されたデジタルオーディオ信号をアナ
ログオーディオ信号に変換して出力ポートへ供給する。ＤＤ変換部２０は、複数のデジタ
ル入出力ポートと、デジタル変換（フォーマット変換）部を含み、外部機器とミキサ１の
間で１又は複数のデジタルーディオ信号を入出力する。
【００３１】
　ＤＳＰ部１６及びＥＦＸ１７は、それぞれ１つのＤＳＰ（Digital Signal Processor）
で構成してもよいし、バスで相互接続された複数のＤＳＰで構成し、複数のＤＳＰで信号
処理を分散処理するようにしてもよい。ＤＳＰ部１６は、ＣＰＵ１０の指示に基づいてマ
イクロプログラムを実行することにより、音声バス２２から供給された１又は複数のオー
ディオ信号をデジタル信号処理して、音声バス２２へ出力する。ＤＳＰ部１６が実行する
デジタル信号処理は、オーディオ信号のルーティングや、音特性（音量レベルや音質）の
調整や、複数のオーディオ信号を混合するミキシング処理等である。また、ＥＦＸ１７は
、オーディオ信号に対するエフェクト処理（効果付与）用のＤＳＰであり、ＣＰＵ１０の
指示に基づいて、音声バス２２から供給されたオーディオ信号を効果付与処理して、音声
バス２２へ出力する。
【００３２】
　図４は、ミキサ１の機能構成を示すブロック図である。図４の各モジュールの動作は、
専らＤＳＰ部１６及びＥＦＸ１７によるデジタル信号処理により実現される。入力ポート
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２３（（「Ｉｎ．１」～「Ｉｎ．Ｎ」）はＡＤ変換部１８に含まれる入力端子であり、そ
れぞれ１系統のオーディオ信号源（１つのマイクなど）からオーディオ信号を入力する。
複数Ｎ個の入力ｃｈ１００は、それぞれ、１つの入力ポート２３に対応付けられている。
【００３３】
　入力ｃｈ１００は、それぞれ対応する１つの入力ポート２３が入力したオーディオ信号
を、当該入力ｃｈ用の各種パラメータの値に応じて処理する。入力ｃｈ１００の出力信号
は、グループパッチ（図１の符号１０５）を介して、Ｍ個のグループバス２４のうち１つ
に供給される。
【００３４】
　Ｍ個のグループバス２４は、それぞれ、後段のＭ個のグループ１１０と１対１で対応付
けられている。グループバス２４は、グループパッチ（図１の符号１０５）を介して接続
された１又は複数の入力ｃｈ１００の出力信号を混合して、対応する１つの入力グループ
１１０に供給する。すなわち、１つのグループバス２４に１又は複数の入力ｃｈ１００を
接続することにより、そのグループバス２４に対応する入力グループ１１０に対する、１
又は複数の入力ｃｈ１００の割り当て（グループ化）が実現される。
【００３５】
　入力グループ１１０は、対応するグループバス２４から供給されたオーディオ信号を、
当該入力グループ用の各種パラメータの値に応じて処理する。入力グループ１１０の出力
信号は、ステレオ出力バス（ＳＴ）２５を介して出力ｃｈモジュール１３０に供給され、
この出力ｃｈモジュール１３０にて処理され、ステレオ出力ポート２７から出力される。
【００３６】
　更に、ミキサ１は、出力バスの１つとしてサブバス２６を備えており、入力ｃｈ１００
の出力信号をサブバス（Ｓｕｂ）２６に供給できる。サブバス２６のオーディオ信号は、
出力ｃｈ１３０にて処理され、サブバス出力ポート２７から出力される。
【００３７】
　図５～図７は、入力ｃｈ１００、入力グループ１１０、出力ｃｈ１３０の詳細構成例を
示す。図５～図７に示す通り、入力ｃｈ１００、入力グループ１１０、出力ｃｈ１３０は
、それぞれ、複数の制御モジュールを備えている。制御モジュールは、それぞれ、音特性
（例えば音量や音質など）の調整に関する機能単位のモジュールである。
【００３８】
　図５において、入力ｃｈ１００は、例えばヘッドアンプ（Ｈ／Ａ）３０、ＡＤ変換部（
ＡＤ）３１、ハイパスフィルタ（ＨＰＦ）３２、アッテネータ（ＡＴＴ）３３、パラメト
リックイコライザ（ＰＥＱ）３４、ゲート（Ｇａｔｅ）３５、パン（Ｐａｎ）３６及びグ
ループパッチ（Ｐａｔｃｈ）３７を備える。グループパッチ３７は、図１のグループパッ
チ１０５に対応しており、後述する「アサイン情報」に基づいて、当該入力ｃｈ１００の
出力を、Ｍ個のグループバス２４のいずれか１つに接続する。その他のパラメータモジュ
ール３０～３６は、それぞれの機能に該当する処理を行う。なお、Ｈ／Ａ３０とＡＤ変換
部３１の動作は、図２のＡＤ変換部１８により行われる。入力ｃｈ１００に含まれる各モ
ジュール３０～３７を制御する各種パラメータの値は、基本的には、操作パネル上のグル
ープストリップ１２０に呼び出されず、ユーザによる手動調整を受けない。
【００３９】
　また、入力ｃｈ１００は、挿入エフェクタ（Ｉｎｓｅｒｔ）６０と、挿入エフェクタ６
０のオンオフを切り替えるスイッチ６１を備え、スイッチ６１がオンのとき、入力ｃｈ１
００のオーディオ信号に挿入エフェクタ６０による効果を付与するように構成される。ま
た、入力ｃｈ１００は、サブバス２６への出力レベルを調整するサブレベル（Ｓｕｂ　Ｌ
ｅｖｅｌ）６２と、サブバス２６への出力オンオフを切り替えるスイッチ６３を具備する
。
【００４０】
　図６において、入力グループ１１０は、例えばアッテネータ４０、パラメトリックイコ
ライザ４１、コンプレッサ（Ｃｏｍｐ．）４２、ハウリング抑制機能（ＦＢＳ、フィード
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バックサプレッション）４３、レベル制御（Ｌｅｖｅｌ）４４、バランス制御（ＢＡＬ）
４５、エフェクタ（Ｅｆｆｅｃｔ）４６を備える。ユーザは、入力グループ１１０に含ま
れる各モジュール４０～４６を制御する各種パラメータの値を、操作パネル上のグループ
ストリップ１２０を用いて調整できる。
【００４１】
　また、図７において、出力ｃｈモジュール１３０は、例えば、アッテネータ５０、パラ
メトリックイコライザ５１、グラフィカルイコライザ（ＧＥＱ）５２、コンプレッサ５３
、レベル制御５４、バランス制御５５、ＤＤ変換部５６を備える。出力ｃｈモジュール１
３０の各モジュール５０～５６の各種パラメータの値は、操作パネル上の出力ｃｈ用のｃ
ｈストリップを用いて調整できてよい。
【００４２】
　次に、「グループプリセット」について説明する。グループプリセットは、１つの入力
グループ１１０に関するセットアップに必要な全てのパラメータの値を、プリセットとし
て保存したデータである。ミキサ１のメモリ（ＲＯＭ１１又はＲＡＭ１２）には、複数の
グループプリセットが記憶される。
【００４３】
　図８（ａ）～（ｂ）は、グループプリセットのデータ構成例を説明する図である。（ａ
）に示す通り、１つのグループプリセット７０は、１又は複数の入力ｃｈ用パラメータセ
ット７１、入力グループ用パラメータセット７２、アサイン情報７３、エフェクト情報７
４及びグループ属性情報７５を含む。各グループプリセット７０はそれぞれ１グループ分
のプリセットに対応している。
【００４４】
　１つのグループプリセット７０に含まれる入力ｃｈ用パラメータセット７１の数は、そ
のグループに含まれる（グループ化すべき）入力ｃｈ数に対応する。前述の通り、１グル
ープに含まれる１又は複数の入力ｃｈとは、例えば楽器種類乃至演奏者単位など、何らか
の意味のある１まとまりを成す複数個の入力ｃｈでさえあればよい。したがって、複数の
グループプリセット７０それぞれに含まれる入力ｃｈ用パラメータセット７１の数は不定
である。
【００４５】
　１つのグループプリセット７０中の各入力ｃｈ用パラメータセット７１には、当該グル
ープ中での相対的なｃｈ番号が設定されてよい。図の例では、３つの入力ｃｈ用パラメー
タ７１に対して、ｃｈ番号「ｃｈ．ｋ」、「ｃｈ．ｋ＋１」、「ｃｈ．ｋ＋２」が付与さ
れており、当該グループ内での入力ｃｈ用パラメータ７１の順番を識別できる。
【００４６】
　１つの入力ｃｈ用パラメータセット７１は、図８（ｂ）に示す通り、「Ｄｙｎａｍｉｃ
ｓ」、「ＥＱ」、「ＡＵＸ」、「ＰＡＮ」、「Ｌｅｖｅｌ」など、１つの入力ｃｈ１００
で用いる全てのパラメータの値を含む入力ｃｈ用パラメータ値７１０と、Ｓｕｂバス使用
情報７１１と、マイク情報７１２を含む。また、各入力ｃｈ用パラメータセット７１には
、その入力ｃｈの名前等を示す属性情報も含まれてよい。
【００４７】
　各入力ｃｈ用パラメータの値７１０に含まれる各種パラメータの値は、その入力ｃｈに
予定されている用途、役割などにふさわしい値をプリセットとして持つ。例えば、ドラム
ス（ドラム奏者）用の３本の入力ｃｈ（バスドラム用ｃｈ、スネアドラム用ｃｈ、シンバ
ル類用ｃｈ）を含むグループプリセット７０があるとすると、そのグループプリセット７
０に含まれる３つの入力ｃｈ用パラメータセット７１は、それぞれ、入力ｃｈ用パラメー
タの値７１０として、バスドラムにふさわしい各種パラメータの値、スネアドラムにふさ
わしい各種パラメータの値、及び、シンバル類にふさわしい各種パラメータの値を、プリ
セットとして持つ。
【００４８】
　Ｓｕｂバス使用情報７１１は、入力ｃｈのサブバスレベル６２の値と、サブバスへの出
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力オンオフ（スイッチ６３）の設定とを含む。マイク情報７１２は、入力ｃｈに使用する
マイクを指定する情報であり、例えば、マイクの製造元及び機種名を特定する情報である
。マイクは、製造元や機種に応じて特性が異なるので、各入力ｃｈ用パラメータ７１の入
力ｃｈ用パラメータの値７１０として、使用するマイクの特性を考慮したプリセットを用
意しておくことが考えられる。その場合、当該入力ｃｈ用パラメータ７１の入力ｃｈ用パ
ラメータの値７１０（或るマイクの特性を考慮した設定）にふさわしいマイクの製造元や
種類等を、マイク情報７１２により指示できる。
【００４９】
　入力グループ用パラメータセット７２は、図８（ｃ）に示す通り、「Ｄｙｎａｍｉｃｓ
」、「ＥＱ」、「ＡＵＸ」、「ＰＡＮ」、「Ｌｅｖｅｌ」など、１つの入力グループ１１
０で用いる全てのパラメータ値（図６参照）を含む入力グループ用パラメータ値７２０を
持つ。入力グループ用パラメータの値７２０には、当該入力グループのカテゴリー、目的
、用途などにふさわしい値がプリセットとして保存される。
【００５０】
　アサイン情報７３は、グループ化すべき１又は複数の入力ｃｈ１００を１つの入力グル
ープ１１０にグループ化する（割り当てる）ためのグループ化情報である。具体的には、
グループプリセット７０の適用先となる入力グループ１１０に対応する１本のグループバ
ス２４に入力ｃｈ１００の出力を接続するように、入力ｃｈ１００のグループパッチ３７
を制御する情報である。アサイン情報７３に基づく１ｃｈ分のグループパッチ３７の動作
は、例えば、Ｍ個のグループバス２４のうち、適用先に対応するグループバス２４への出
力のみオンにして、その他のグループバス２４への出力をオフにする、というものである
。
【００５１】
　エフェクト情報７４は、１グループに含まれる各入力ｃｈ１００及び／又は入力グルー
プ１１０におけるエフェクタの使用に関する情報である。例えば、エフェクト情報７４と
して、１グループに含まれる全ての入力ｃｈ１００に対するエフェクト挿入（スイッチ６
１）のオンオフの一括設定や、挿入エフェクタ６０の種類やそのパラメータ値の一括設定
や、或いは、入力グループ１１０で使用するエフェクタの種類やパラメータ値の設定など
の情報を持つことが考えられる。
【００５２】
　属性情報７５は、例えば名前、カテゴリー、入力ｃｈ数、ジャンル、評価、使用回数な
どを含む。名前は、当該グループプリセットの名前である。複数のグループプリセット７
０のそれぞれはユニークな名前を持つ。カテゴリーは、例えばドラムス、ギター、ベース
、ボーカル、ＭＣ（司会進行）など、楽器の種類や用途などを表す分類である。入力ｃｈ
数は、当該グループプリセットに含まれる入力ｃｈの個数を示す。ジャンルは、例えばロ
ック、ジャズ、ポップス、会議・・・など、当該グループプリセットに適した音楽ジャン
ルや使用場面を表す分類である。評価は、当該グループプリセットに対してユーザが与え
た評価を表す。使用回数は、当該グループプリセットを使用した回数である。属性情報７
５を持つことで、複数のグループプリセット７０を属性情報７５（例えばカテゴリー、入
力ｃｈ数、ジャンルなど）によりグループ分けできる。
【００５３】
　ミキサ１は、グループプリセット７０として、例えば、ドラムス用の３本の入力ｃｈを
含むグループプリセット、ギター用の２本の入力ｃｈを含むグループプリセット、或いは
、会議用の８本の入力ｃｈを含むグループプリセットなどといった具合に、楽器種類、用
途、入力ｃｈ数、音楽ジャンルなどに応じた複数のグループプリセット７０を用意してお
く。ユーザは、複数のグループプリセット７０の中から、楽器種類、用途、音楽ジャンル
、入力ｃｈ数などの条件に応じた所望のグループプリセットを選択して、入力グループ１
１０に適用するだけで、その条件にふさわしい入力グループ１１０に関するセットアップ
を行うことができる。
【００５４】
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　図９は、入力グループ１１０にグループプリセット７０を適用する（割り当てる）ため
のユーザインターフェースの一例として、グループプリセット適用画面８０を示す。ＣＰ
Ｕ１０は、例えばユーザ操作に応じて表示部２にグループプリセット適用画面８０を表示
する。グループプリセット適用画面８０は、図９に示す通り、グループプリセット選択部
８１と、グループ表示部８２とを備える。
【００５５】
　グループプリセット選択部８１は、メモリ（ＲＯＭ１１又はＲＡＭ１２）に記憶された
複数のグループプリセット７０（図８参照）を表示するリストであり、各行に１つずつグ
ループプリセット７０の属性情報を表示する。各行に表示する属性情報は、例えば、名前
８１０、カテゴリー８１１、ｃｈ数８１２、ジャンル８１３、評価（「お気に入り」）８
１４、使用回数８１５である。ＣＰＵ１０は、グループ属性情報７５に基づいてグループ
プリセット７０毎の属性情報を表示できる。各欄８１０～８１５には、それぞれ該当する
属性情報を示す文字列や数字等が表示される。評価８１４に関しては、「星印」の数によ
り評価の高低を表している。
【００５６】
　グループプリセット選択部８１にはフィルタ条件指定部８１６が設けられている。フィ
ルタ条件指定部８１６は、グループプリセット７０の属性情報（名前、カテゴリー、ｃｈ
数、ジャンル、評価及び使用回数）８１０～８１５毎に条件を指定できるように構成され
ており、指定されたフィルタ条件に応じてグループプリセット選択部８１に表示するグル
ーププリセット群をフィルタ（絞込み）できる。例えば、カテゴリーのフィルタ条件とし
て「Ｄｒｕｍｓ」を指定すれば、「Ｄｒｕｍｓ」のカテゴリーに該当するグループプリセ
ット７０のみが、グループプリセット選択部８１に表示される。図８に示す例では、全て
の属性情報のフィルタ条件として「Ａｌｌ」が指定されており、この場合、グループプリ
セット選択部８１は全てのグループプリセット７０を表示する。
【００５７】
　グループ表示部８２は、ミキサ１に備わる複数の入力グループ１１０のうち、現在グル
ーププリセットが適用されている入力グループ１１０の情報を表示するリストである。グ
ループ表示部８２の各行は、対応する入力グループ１１０に適用中のグループプリセット
の名前８２０と、そのグループプリセットに含まれる入力ｃｈ数８２１とを表示する。グ
ループ表示部８２における入力グループの表示順は、例えばグループ番号順に並べるとよ
い。
【００５８】
　グループプリセット選択部８１において、ユーザは操作子３を用いてカーソル８１７を
所望の行に位置させることにより、その行に対応するグループプリセットを選択できる。
また、グループ表示部８２において、カーソル８２２を所望の行に位置させることにより
、その行に対応する入力グループ１１０を選択できる。これらグループプリセットの選択
はＯＫボタン８３を押すことにより確定する。
【００５９】
　本実施例では、グループプリセット選択部８１においてグループプリセットの選択のみ
を行った場合、ミキサ１に備わる複数（Ｍ個）の入力グループ１１０のうち、未だ何れの
グループプリセットも適用されていない入力グループ１１０（未アサイングループ）に対
して、当該選択されたグループプリセットが適用される。
【００６０】
　図１０は、未アサイングループにグループプリセットを適用する処理のフローチャート
である。ＣＰＵ１０は、グループプリセット適用画面８０にてグループプリセットの選択
のみ行われた場合に、図１０の処理を起動する。ステップＳ１において、ＣＰＵ１０は、
グループプリセット選択部８１においてユーザにより選択された１つのグループプリセッ
トを特定し、グループプリセット群を記憶したメモリ（ＲＯＭ３又はＲＡＭ２）から、特
定した１つのグループプリセット７０を読み出す。
【００６１】
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　ＣＰＵ１は、ステップＳ２において、選択されたグループプリセット７０に含まれる入
力ｃｈ数と、ミキサ１に備わる全入力ｃｈ１００のうち、未だ何れの入力グループ１１０
にもグループ化されていない入力ｃｈ１００（未アサインｃｈ）の個数とを比較する。で
ある。未アサインｃｈの数が、選択されたグループプリセット７０に含まれるｃｈ数より
も多い場合（ステップＳ２のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、ステップＳ３において、未アサイ
ンｃｈ群のうちから必要な数の入力ｃｈ１００を確保して、該確保した１又は複数の入力
ｃｈ１００に対して、選択されたグループプリセット７０を適用する。なお、適用先の入
力グループ１１０の決定は、例えばグループ番号の若い順など、所定のルールに従って自
動的に決定できる。また、未アサインｃｈの確保は、例えば、ｃｈ番号の若い順など所定
のルールに従って行う。
【００６２】
　前記ステップＳ３により、選択されたグループプリセット７０に基づいて、１つの入力
グループ１１０に関する全てのセットアップ（初期設定）を行うことができる。セットア
ップの詳細内容は、例えば次の通りである。（１）確保した１又は複数の入力ｃｈ１００
それぞれの全パラメータのカレントデータとして、グループプリセット７０に含まれる１
又は複数の入力ｃｈ用パラメータセット７１を設定する。（２）グループプリセット７０
に含まれるアサイン情報７３に基づいて、確保した１又は複数の入力ｃｈ１００それぞれ
の出力を、グループプリセット７０の適用先となる１つの入力グループ１１０に接続する
。（３）適用先となる１つの入力グループ１１０の全パラメータのカレントデータとして
、グループプリセット７０に含まれる入力グループ用パラメータセット７２を設定する。
（４）適用先の入力グループ１００に、属性情報７５に含まれるグループの名前を設定す
る。（５）エフェクト情報７４に基づいて、グループ化された１又は複数の入力ｃｈ１０
０におけるエフェクト使用に関する設定を行う。（６）グループ化された個々の入力ｃｈ
１００に、マイク情報７１２や、Ｓｕｂバス使用情報７１１を設定される。（７）更に、
各入力ｃｈ用パラメータセット７１に、その入力ｃｈの名前等を示す属性情報が含まれて
いる場合には、グループ化された個々の入力ｃｈ１００にｃｈ名を設定する。
【００６３】
　一方、未アサインｃｈの数が選択したグループプリセットに含まれるｃｈ数よりも少な
い場合（ステップＳ２のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、グループプリセットの適用を行わずに
処理を終了する。
【００６４】
　前記図１０の処理により、新たな入力グループ１１０にグループプリセットが適用され
たとき、ＣＰＵ１０は、その入力グループ１１０の情報を、グループ表示部８２に追加す
る。
【００６５】
　ユーザは、グループプリセット選択部８１において１つのグループプリセットを選択し
、且つ、グループ表示部８２において１つの入力グループ１１０を選択することにより、
グループ表示部８２にて選択した入力グループ１１０に適用中のグループプリセットを、
グループプリセット選択部８１にて新たに選択したグループプリセットに変更できる。
【００６６】
　図１１は、入力グループ１１０に適用中のグループプリセットを変更（更新）する処理
のフローチャートである。ステップＳ４において、ＣＰＵ１０は、グループプリセット選
択部８１において選択されたグループプリセット（変更先のグループプリセット）を特定
する。
【００６７】
　このとき、ＣＰＵ１は、グループ表示部８２において、特定した変更先のグループプリ
セット７０を適用可能な入力グループ１１０のみを通常の表示状態で表示して、その他の
入力グループ１１０をグレーアウト表示する。「適用可能な入力グループ」とは、現在適
用中のグループプリセット７０（変更元のグループプリセット）が変更先のグループプリ
セット７０と共通する属性を持ち、例えばｃｈ数やカテゴリー等の属性を変更することな
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くそのまま、変更先のグループプリセット７０を適用（上書き）できる入力グループであ
る。図８の例では、グループプリセット選択部８１においてｃｈ数が「３」のグループプ
リセット「Ｐｏｐ＿Ｇｔ」が選択されているので、グループ表示部８２では、ｃｈ数が「
３」の入力グループ（一番上の「Ｄｒｕｍｓ」と、一番下の「Ｖｏｃａｌ」）のみが通常
表示され、ｃｈ数の異なる入力グループ（上から２番目の「Ｂａｓｓ」と、３番目の「Ｇ
ｔ」）はグレーアウト表示される。
【００６８】
　ユーザは、グループ表示部８２から１つの入力グループ１１０を適用先として選択して
、ＯＫボタン８３を押して選択を確定する。ＣＰＵ１０は、ステップＳ５において、グル
ープ表示部８２にて選択された入力グループ１１０を特定するとともに、該特定した入力
グループ１１０に適用中のグループプリセット７０（変更元のグループプリセット）を特
定する。
【００６９】
　ステップＳ６において、ＣＰＵ１０は、前記ステップＳ４で特定した変更先のグループ
プリセットと、前記ステップＳ５で特定した変更元グループプリセットとのそれぞれの属
性情報７５に含まれるカテゴリーを比較する。また、ステップＳ７において、ＣＰＵ１０
は、前記ステップＳ４で特定した変更先のグループプリセットと、前記ステップＳ５で特
定した変更元グループプリセットとのそれぞれの属性情報７５に含まれるｃｈ数を比較す
る。なお、ステップＳ６、Ｓ７の順番は、図示の例に限らず、ｃｈ数を先に比較し、それ
からカテゴリーを比較するようにしてもよい。
【００７０】
　変更先のグループプリセットと変更元のグループプリセットとで、カテゴリー及びｃｈ
数が一致する場合（ステップＳ６、Ｓ７のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、ステップＳ８におい
て、変更元のグループプリセットを変更先のグループプリセットに更新する。すなわち、
グループ表示部８２にて選択された入力グループ１１０に、グループプリセット選択部８
１にて選択されたグループプリセットを適用する。これにより、選択されたグループプリ
セット７０に基づいて、選択された入力グループ１１０に関する全てのセットアップ（入
力ｃｈ１００毎のパラメータの値、入力グループ１１０のパラメータの値、入力ｃｈ１０
０のエフェクト使用に関する設定を含む）が一括して更新される。なお、この場合、入力
ｃｈ数に変更がないので、各入力ｃｈ１００のグループパッチ３７の設定は変更しなくて
よい。
【００７１】
　一方、変更先のグループプリセットと変更元のグループプリセットとで、カテゴリー及
び／又はｃｈ数が一致しない場合（ステップＳ６及び／又はＳ７のＮＯ）、ＣＰＵ１０は
、例えば表示部２に「確認ダイアログ」ウィンドウを表示することにより、属性が変更さ
れる旨をユーザに確認する（ステップＳ９及び／又はＳ１０）。ユーザは、表示された確
認ダイアログに対して変更を認める（ＯＫボタン８３を押す）か、又は、変更を認めない
（キャンセルボタン８４を押す）か、いずれかの応答をする。ユーザが属性の変更を認め
ない場合（ステップＳ９及び／又はＳ１０のＮＯ）、ＣＰＵ１０は、グループプリセット
の更新を行わずに、処理を終了する。
【００７２】
　ユーザが変更を認めた場合には（ステップＳ９及び／又はＳ１０のＹＥＳ）、ＣＰＵ１
０は、ステップＳ８において、変更元のグループプリセットを変更先のグループプリセッ
トに更新する。なお、ｃｈ数が変更される場合には、当該ステップＳ８において、変更先
のグループプリセットに基づいて、各入力ｃｈ１００のグループパッチ３７の設定（入力
ｃｈのグループ化設定）を変更する。ｃｈ数が増える場合には、前述した未アサイン入力
ｃｈ確保処理を行い、新たに入力ｃｈを確保する。未アサイン入力ｃｈ確保できない場合
は、グループプリセットの更新を行わない。
【００７３】
　前記ステップＳ８により、ユーザは、所望のグループプリセット７０と、入力グループ
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１１０とを選択するだけで簡単に、１つの入力グループ１１０に関する全てのセットアッ
プを一括して変更できる。
【００７４】
　すなわち、前記ステップＳ３又は前記ステップＳ８が適用部の動作に相当しており、こ
れにより、ユーザは、所望のグループプリセット７０を選択するだけで簡単に、１つの入
力グループ１１０に必要な全てのセットアップを行うことができる。例えば、ユーザが、
入力ｃｈ数が「３」のドラムス用グループプリセットを選択すると、確保された３本の入
力ｃｈ１００には、それぞれのｃｈにふさわしい入力ｃｈ用パラメータの値（例えば、バ
スドラムにふさわしい各種パラメータの値、スネアドラムにふさわしい各種パラメータの
値、及び、シンバル類にふさわしい各種パラメータの値）が設定され、適用先の入力グル
ープ１００にはドラムスにふさわしいグループ用パラメータの値が設定され、更に、３本
の入力ｃｈを適用先の入力グループ１００に接続（グループ化）する設定までもが完了す
る。
【００７５】
　楽器種類や用途などに応じて１又は複数の入力ｃｈ１００をまとめたグループプリセッ
ト７０を用意しているので、ミキサの操作に不慣れなユーザにとっても、適用先の入力グ
ループ１１０（グループストリップ１２０）と、制御対象となる楽器種類（演奏者）や用
途などとの対応関係わかりやすい。例えば、１番のグループストリップには、３ｃｈ分の
「ドラム」を操作対象に割り当て、２番のグループストリップ１２０には、３ｃｈ分の「
ベース」を操作対象に割り当て、３番のグループストリップには、２ｃｈ分のボーカルを
操作対象に割り当て・・・という具合に、楽器種類（演奏者）や用途単位で複数の入力ｃ
ｈをグループ化するセットアップを、直感的にわかりやすく簡単な操作で行うことができ
る。
【００７６】
　前述のステップＳ３又はＳ８により、入力グループ１１０に対してグループプリセット
７０を適用する際、エフェクト情報７４にエフェクト使用に関する情報が設定されている
場合には、１グループ内の各入力ｃｈ１００及び／又は入力グループ１１０におけるエフ
ェクタの使用に関する情報が、グループ単位で一括設定される。エフェクト情報７４に基
づく挿入エフェクト６０の使用に関する情報の設定の動作について、図１２を参照して、
説明する。
【００７７】
　図１２は、図４に示す入力ｃｈ１００、グループバス２４、入力グループ１１０、ステ
レオ出力バス２５、Ｓｕｂバス２６を抽出して示すブロック図である。図１２において、
「ｃｈ１」の入力ｃｈ１００ａと「ｃｈ２」の入力ｃｈ１００ｂとは、１番のグループバ
ス２４に接続され、グループ番号「１」の入力グループ１１０ａにグループ化されている
。「ｃｈ２」の入力ｃｈ１００ｃは、２番のグループバス２４に接続され、グループ番号
「２」の入力グループ１１０ｂにグループ化される。
【００７８】
　例えば、或るグループプリセット７０のエフェクト情報７４として挿入エフェクト６０
のオンオフを切り替える情報が入っており、そのグループプリセット７０をグループ番号
「１」に適用した場合には、そのグループに含まれる入力ｃｈ１００ａの挿入エフェクタ
スイッチ６１ａと入力ｃｈ１００ｂの挿入エフェクタスイッチ６１ａを一括して切り替え
ることができる。１つのグループプリセット７０に１つのエフェクト情報７４を持つので
、エフェクト情報７４に基づいて、１グループに含まれる複数の入力ｃｈでのエフェクト
６０の使用に関する情報を一括設定できる。
【００７９】
　これに対して、１つのグループプリセット７０に含まれるＳｕｂバス使用情報７１１は
、そのグループに含まれる複数の入力ｃｈ用パラメータセット７１毎に用意されているの
で、１グループに含まれる各入力ｃｈ１００でのサブバス２６に関する設定は、グループ
単位ではなく、入力ｃｈ１００毎に行われる。例えば、グループ番号「１」の入力グルー
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プ１１０ａに含まれる入力ｃｈ１００ａのサブバススイッチ６１ａと入力ｃｈ１００ｂの
サブバススイッチ６１ｂとは、それぞれ別のＳｕｂバス使用情報７１１に基づいて、サブ
バスレベル６２の値とスイッチ６３のオンオフ設定とが設定される。
【００８０】
　次に、グループプリセット変更方法の１実施形態として、ジャンルの選択に応じて複数
の入力グループ１１０に適用するグループプリセットを一括して切り替える方法について
説明する。図１３は、ジャンルを選択するためのユーザインターフェース（ジャンル変更
画面８５）の一例を示す。ＣＰＵ１０は、ユーザの操作に応じて、表示部２にジャンル変
更画面８５を表示する。ジャンル選択部８６には、例えば「ロック」、「ジャズ」・・・
など選択可能なジャンル名がリスト表示される。「選択可能なジャンル」は、例えばグル
ーププリセット７０のジャンルとして用意された全てのジャンルである。優先順位設定部
８７は、評価（「お気に入り」）及び使用回数のいずれかを選択するラジオボタンを表示
しており、グループプリセットの属性情報（図の例では評価及び使用回数）に優先順位を
設定できるようになっている。
【００８１】
　ユーザは、ジャンル選択部８６において、所望の１つのジャンルを選択して、変更ボタ
ン８８を押すことにより、複数の入力グループ１１０に適用中のグループプリセットのそ
れぞれを、ジャンル選択部８６にて選択したジャンルに属するグループプリセットに一括
変更できる。
【００８２】
　図１４は、グループプリセットのジャンル変更処理のフローチャートである。ＣＰＵ１
０は、ステップＳ１１において、ジャンル選択部８６にて選択された変更先のジャンルを
特定し、ステップＳ１２において、現在各入力グループ１１０に適用中のグループプリセ
ット７０の情報を取得する。取得する情報は、例えば現在使用中（グループプリセット適
用中）の各入力グループ１１０を特定する情報、各入力グループ１１０に適用中のグルー
ププリセットのカテゴリーを含む。
【００８３】
　ステップＳ１３において、現在使用中の入力グループ１１０の１つを処理対象として、
その入力グループ１１０に適用中のグループプリセットのカテゴリーに該当するグループ
プリセット７０が、前記ステップＳ１１において特定した変更先のジャンルのなかにある
かどうか調べる。
【００８４】
　変更先のジャンル中に前記カテゴリーに該当するグループプリセット７０が存在してい
る場合（ステップＳ１３のＮＯ）、ＣＰＵ１０は、ステップＳ１４において、処理対象の
入力グループ１１０に適用中のグループプリセットを、変更先のジャンル中に前記カテゴ
リーに該当するグループプリセット７０に更新する。グループプリセットの更新自体は、
前記ステップＳ３，Ｓ８と同様の処理である。ここで、変更先のジャンル中に同じカテゴ
リーの複数のグループプリセットが存在する場合など、複数グループプリセットから１つ
を決定するときには、優先順位設定部８７にて優先順位の高い属性情報として選択された
属性（評価又は使用回数）に基づいて、１つのグループパラメータを決定する。例えば、
優先順位設定欄８７にて評価（「お気に入り」）が選択されているときは、複数のグルー
ププリセットのうちで、もっとも評価の高いグループプリセット７０を変更先として決定
する。変更元のグループプリセットと変更先のグループプリセット７０とで入力ｃｈ数が
異なる場合は、必要な数の入力ｃｈをグループ化する処理も行う。なお、必要なｃｈ数が
確保できない場合、ＣＰＵ１０は、当該処理対象の入力グループ１１０に関するグループ
プリセットの更新を行わずにステップＳ１５に進む。
【００８５】
　そして、ＣＰＵ１０は、現在使用中の入力グループ１１０の全てに対して処理し終える
まで、前記ステップＳ１３及びＳ１４をループする（ステップＳ１５のＮＯ）。ＣＰＵ１
０は、現在使用中の入力グループ１１０の全てに対して処理し終えた場合（ステップＳ１
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５のＹＥＳ）、当該処理を終了する。前記ステップＳ１３～Ｓ１５により、複数の入力グ
ループ１１０に適用するグループプリセットのジャンルを一括して切り替えて、該複数の
入力グループ１１０に関する全パラメータの値（各入力ｃｈの入力ｃｈ用パラメータ、各
入力グループ１１０の入力グループ用パラメータ）を、そのジャンルに該当するグループ
プリセットに応じて一括して変更できる。
【００８６】
　この実施形態によれば、ジャンルを切り替えるだけで、ミキサ１の複数の入力グループ
１１０それぞれに設定される各種パラメータの値（プリセットの値）を、ジャンル変更前
後で現在使用中の入力ｃｈ数や楽器種類を維持しつつ、現在適用中のジャンルとは別のジ
ャンルにふさわしいプリセットの値に一括変更できる。したがって、ミキサ１全体の出音
を、例えばロック系の音、ジャズ系の音などとジャンルに合わせて簡単に変更できる。こ
のジャンル切り替えによるグループプリセットの一括変更は、例えば演奏曲のジャンル毎
にミキサ１の出音を変更する場合に有効である。
【００８７】
　以上の通り、この発明によれば、例えば演奏者単位など複数のオーディオ信号を１グル
ープにまとめたグループモジュールのセットアップ作業を、ミキサの操作に不慣れなユー
ザなどにとって極めて簡単に行うことができる。楽器種類や用途などに応じて１又は複数
の入力ｃｈ１００をまとめたグループプリセット７０を用意したので、グループストリッ
プ１２０と楽器種類（演奏者）や用途などとの対応関係がわかりやすい。また、グループ
モジュール単位でセットアップを行うので、チャンネルモジュール毎の詳細なパラメータ
の値をユーザは意識しなくてよい。
【００８８】
　なお、前記ステップＳ３では、適用先の入力グループ１１０の決定及び未アサインｃｈ
の確保を所定のルールに従い自動的に行ったが、適用先の入力グループ１１０の決定及び
／又は未アサインｃｈの確保を、ユーザが手動で行ってもよい。
【００８９】
　なお、図９に示すグループ表示部８２は、ミキサ１に備わる全ての入力グループ１１０
のうち、現在グループプリセットを適用中（割り当て中）の入力グループ１１０のみを表
示するように構成されていたが、別の構成例として、ミキサ１に備わる全ての入力グルー
プ１１０を表示し、グループプリセットが未割り当ての入力グループに関しては、名前８
２０と入力ｃｈ数８２１の各欄を空欄にする構成を採用してもよい。
【００９０】
　なお、前記グループプリセット選択部８１でグループプリセットが選択されたときに、
前記グループ表示部８２において、特定した変更先のグループプリセット７０を適用可能
な入力グループ１１０のみを通常の表示状態で表示して、その他の入力グループ１１０を
グレーアウト表示することを説明したが、ここでグレーアウト表示された入力グループ１
１０は適用先に選択できないようにしてもよい。つまり、グループ表示部８２は、選択さ
れたグループプリセット７０が適用不可能な入力グループ１１０を選択不可能な表示状態
で表示するように構成されてもよい。
【００９１】
　なお、ユーザが、既存のグループプリセット７０を編集（変更）して、編集結果を新た
なグループプリセット７０として保存したり、或いは、新たなグループプリセット７０を
自ら作成して保存したりできてもよい。
【００９２】
　なお、上述の実施例では、入力ｃｈ１００のパラメータを操作パネルで制御しないもの
として説明したが、個々の入力ｃｈ１００をグループストリップ１２０に割り当てて、入
力ｃｈ単位でパラメータの値を調整してもよい。
【００９３】
　また、上記の実施例では、入力グループ１１０とグループストリップ１２０が１対１で
対応している構成を説明したが、操作パネル上に設けたグループストリップ１２０の数よ
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りも、多数の入力グループ１１０（モジュール）を具備し、レイヤ切り替えなどによりグ
ループストリップ１２０の操作対象となる入力グループ１１０を切り替えるように構成し
てもよい。
【００９４】
　この発明は、デジタルミキシング装置の発明として構成及び実施することに限らず、プ
ログラムの発明として構成及び実施することもできる。
【符号の説明】
【００９５】
１　デジタルミキシング装置、１００　入力チャンネル、１０５及び３７　グループパッ
チ、１１０　入力グループ、１２０　グループストリップ（グループ操作部）、２４　グ
ループバス、６０　挿入エフェクタ、６１　スイッチ、７０　グループプリセット、７１
　入力ｃｈ用パラメータセット、７２　入力グループ用パラメータセット、７３　アサイ
ン情報（グループ化情報）、７４　エフェクト情報、７５　グループ属性情報
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